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     議席 ５番 

 

     議席１６番 



会議に付した事件 

日程 番 号 件          名 

１  会務報告 

２  第４回農地あっせん委員会報告 

３ 議案第４０号 農地法第３条の規定による許可申請について 

４ 議案第４１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

５ 議案第４２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

６ 議案第４３号 農用地利用集積計画の決定について 

７ 議案第４４号 農用地利用集積計画の決定について 

８ 議案第４５号 農用地利用集積計画の決定について 

９ 議案第４６号 農用地利用集積計画の決定について 

１０ 議案第４７号 農用地利用集積計画の決定について 

１１ 議案第４８号 農用地利用集積計画の決定について 

１２ 議案第４９号 
相模原市農業委員会農地等の利用の最適化の推進に関する指針につ

いて 

１３ 報告第４２号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明について 

１４ 報告第４３号 農地所有適格法人の報告について 

１５ 報告第４４号 
解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地利用状況の報告につい

て 

１６ 報告第４５号 農地造成工事の施工承認について 

１７ 報告第４６号 非農地証明書の発行について 

１８ 報告第４７号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報告について 

１９ 報告第４８号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告について 

 
議事の内容 次のとおり 
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議長（阿部会長） 
ただいまから、相模原市農業委員会第３２回総会を開催いたします。 

ただいまの出席委員は１７名で、定足数に達しております。 

本日、７番小林康史委員、１１番齋藤孝之委員より欠席の旨通告がありましたので、

御報告いたします。 

次に、本日の総会の議事録署名委員につきましては、５番斉藤嘉之委員、１６番菱山

喜章委員を御指名いたします。 

本日、傍聴の希望はございませんので、引き続き日程に入ります。 
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日程１ 会務報告 

 
議長（阿部会長） 
日程１「会務報告」をいたします。 
前田事務局長に報告いたさせます。 

事務局（前田事務局長兼次長） 
それでは、令和６年１０月１日から１０月３０日までの主な会務につきまして、報告

させていただきます。 
資料を御覧いただきまして、まず、１の会議でございます。 
初めに、県関係でございます。 
１０月１６日、神奈川県農業委員会活動推進大会第２回大会運営委員会が開催されま

して、阿部会長と私、前田が出席しております。内容につきましては、大会の運営並び

に提出議案についてほかでございます。 
同日、農業会議常設審議委員会が開催されまして、阿部会長が出席しております。内

容につきましては、農地法に係る諮問についてほかでございます。本市からは、報告４件

となっております。 
続きまして、市関係でございます。 
１０月１日、農業委員会第３１回総会を行いまして、農業委員１９名に出席いただき

ました。内容につきましては、農地法第３条の規定による許可申請についてほかでござ

います。 
１０月９日、農地利用最適化推進委員本庁地区個別報告会が開催されまして、推進委

員８名が出席しております。 
また、１０月１０日には、津久井地区個別報告会が開催されまして、推進委員９名が

出席しております。内容につきましては、いずれも９月の活動報告についてほかでござ

います。 
１０月１５日、相模原市地域計画旧相模原市区域に係る第２回協議の場が行われまし

て、阿部会長、菱山副会長、農業委員２名、推進委員２名が出席しております。 
また、１０月１６日、旧城山町、旧津久井町、旧相模湖町、旧藤野町区域に係ります

第２回協議の場が行われまして、阿部会長、菱山副会長、農業委員２名、推進委員３名

が出席しております。内容につきましては、いずれも地域計画案についてほかでござい

ます。 
１０月２３日、役員会を行いまして、阿部会長と菱山副会長が出席しております。内

容については、総会提出案件ほかでございます。 
裏面を御覧ください。２のその他、市関係でございます。 
１０月２２日に緑区大島におきまして、農地再生モデル事業が行われまして、農業委

員５名、推進委員１名ほかが出席しております。内容につきましては、農地の草刈りで

ございます。 
１０月２４日、令和７年度相模原市農地等の利用の最適化の推進に関する意見提出が

行われまして、阿部会長、菱山副会長、髙橋委員、齋藤憲一委員、天野委員、小林委員、

私、前田ほかが出席しております。内容につきましては、農地等の利用の最適化の推進
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に関する意見を市長へ提出したものでございます。 
以上でございます。 

議長（阿部会長） 
ただいまの会務報告について、何か御発言がございましたら、お願いします。 

１７番（藤村委員） 
相模原市地域計画第２回協議の場ですけれども、参加者は市側と、我々と、それ以外

にどなたがいらっしゃったのでしょうか。 
事務局（前田事務局長兼次長） 
この協議の場につきましては、農業委員、農地利用最適化推進委員以外に広く農家の

方に呼びかけをして、市が開催しているものでございます。 
１７番（藤村委員） 
そうすると、一般の農家の方は何名ぐらいでしたか。 

事務局（前田事務局長兼次長） 
当日、一般の農家の方の参加はなかった状況でした。この協議の場の構成メンバーで

すが、農業委員の皆さん、農地利用最適化推進委員の皆さん、市農協とつくい農協、神

奈川県農業会議、土地改良区にも構成メンバーとして入ってもらっています。 
１７番（藤村委員） 
そうすると、市とか土地改良区の方が入っているということで、それが主な対象にな

るのでしょうか。 
ここの一番の肝は、多分、農家さんに対してどれくらい説明するかという話になって

くると思うのですけど、そこと直接つながりがあるのは土地改良区の役員さんになるの

ですね。 
事務局（前田事務局長兼次長） 
土地改良区もそうですけれども、農業委員、農地利用最適化推進委員も農家の方です

から、そういった点では、非常に関わりのある、御意見を頂戴する対象メンバーとして、

存在としては非常に大きなものだと思っていますが、県農業会議にしても、県内のほか

の市の状況も含めて、県央センターの職員も来ていまして、県内の状況の話もあり、幅

広く、そのような説明も含めてあったという状況です。 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
ほかに御発言はございますでしょうか。 
それでは、以上で会務報告を終わります。 
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日程２ 第４回農地あっせん委員会報告 

議長（阿部会長） 
続いて、日程２「第４回農地あっせん委員会報告」をいたします。天野委員長から報

告をお願いいたします。 
委員長（天野委員） 
それでは、第４回農地あっせん委員会の結果を報告いたします。 
１０月１日に開催されました第４回農地あっせん委員会の結果について報告いたし

ます。別途配付されております報告資料を御覧ください。 
会議の中で主な意見ですが、議題２については、本庁管内の農地再生モデル事業の実

施に当たり、令和４年度に耕作放棄地対策協議会の再生利用事業を実施いたしました緑

区大島の諏訪森下の農地について、まだ担い手が見つかっておらず、圃場管理として草

刈りを実施する状況にあるため、この農地を事業の対象とすることで承認されました。

なお、草刈りは１０月２２日に実施いたしました。 
以上で第４回農地あっせん委員会の結果報告を終わります。 

議長（阿部会長） 
ただいまの報告について、何か御発言がありましたら、お願いします。 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、以上で第４回農地あっせん委員会報告を終わります。 
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日程３ 議案第４０号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程３議案第４０号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、１ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第４０号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０は、農地法第３条の規定により適切と認められるので、許

可するものとする。令和６年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、２ページを御覧ください。 
収受番号３－１０は、相模原市南区に住む譲受人が、伊勢原市に住む譲渡人が所有す

る農地を経営規模拡大のため、所有権移転を受けるための申請です。現地の状況につき

ましては、スクリーンを御覧ください。案内図は２ページを御覧ください。申請地は当

麻の畑、１筆、１,０４３㎡です。今後の作付は、ジャガイモなどの露地野菜を予定し

ています。審査基準につきましては、現地及び申請書で確認しています。全部効率利用

要件について、経営農地７筆、３,２２４㎡は適切に管理されております。農作業常時

従事要件１５０日以上については、譲受人が１８０日、子が１５０日で要件を満たして

おります。地域との調和要件については、周辺の農地の利用に影響を与えないこと、周

辺地域の農業経営との調和に努めることを確認しています。以上、審査基準を満たして

いることから、許可相当と判断しました。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号３－１０については、南区担当、志村佳男委員、お願いいたします。 

８番（志村委員） 
１０月２６日に現地確認へ行ってまいりました。当日、たまたま譲受人の方にお会い

できまして、きれいに作っているということで、女性の方ですけれども、現地に来てい

まして、息子さんが僕も手伝うからしっかりやってくれということで、特に問題ないと

思います。御審議をよろしくお願いします。 
議長（阿部会長） 
これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 
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議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４０号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程３議案第４０号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程４ 議案第４１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程４議案第４１号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（伊藤所長） 
それでは、３ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第４１号 農地法第３条の規定による許可申請について。別紙農地の所有権移転

等許可申請収受番号３－１０１５は、農地法第３条の規定により適切と認められるので、

許可するものとする。令和６年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、４ページを御覧ください。 
収受番号３－１０１５は、権利設定者の東海旅客鉄道株式会社が地下にリニア中央新

幹線の軌道用のトンネルを建設するため、区分地上権を設定するものです。現地の状況

につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は４ページを御覧ください。申請

は緑区青山の畑、１筆で、１４７㎡です。地下トンネル建設に伴う区分地上権の説明に

ついては、以前に審議された議案と同じですので省略させていただきます。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４１号について、原案に賛成の方は挙手をお願いします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程４議案第４１号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程５ 議案第４２号 農地法第５条の規定による許可申請について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程５議案第４２号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、５ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４２号 農地法第５条の規定による許可申請について。別紙農地の転用を伴う

所有権移転等許可申請収受番号５－６から５－１０及び５－１０４３から５－

１０４７は、相当とする理由があるので、農地法第５条第３項において準用する同法第

４条第３項の規定により意見を付して、市長あてに送付するものとする。令和６年

１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、６ページから７ページを御覧ください。 
収受番号５－６は、譲受人の株式会社ＲＡＹＡが、譲渡人が所有する当麻の農地、１筆、

８６２㎡の所有権移転を受け、資材置場及び駐車場として転用するための申請です。現

地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は６ページを御覧くださ

い。農地区分は第２種農地です。申請理由といたしましては、現在、解体業を営んでお

り、事業規模拡大により、現在使用している資材置場が手狭となったため、新たに事業

所の近くに資材置場及び駐車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につき

ましては、土地区画の明確化と、土留め策として、万能鋼板を設置し、雨水については、

砕石敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は相愛病院の南約５００ｍです。 
続きまして、収受番号５－７は、譲受人が、譲渡人が所有する橋本台３丁目の農地、

１筆、２,２２２㎡のうち、８５.８２㎡に使用貸借権を設定し、自己住宅、農家分家の

二世帯住宅として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを

御覧ください。案内図は８ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理

由といたしましては、現在、借家住まいであり、子供も成長し、現在の借家では手狭な

ため、自己住宅を建築するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地

区画の明確化と、土留め策として、ブロック２段から３段積みを設置し、雨水について

は、雨水浸透桝による敷地内浸透とする計画です。汚水については公共下水道に接続い

たします。申請地はＬＣＡ国際小学校の南西約２７０ｍです。 
続きまして、収受番号５－８は、譲受人の株式会社ハギワラが、譲渡人が所有する田

名の農地、１筆、７９６㎡の所有権移転を受け、駐車場として転用するための申請です。

現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１０ページを御覧く

ださい。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしましては、土木工事業を営んで

おり、現在使用している駐車場を来客用の駐車場として確保するため、新規に社用車置

場として駐車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地

区画の明確化と、土留め策として、車両出入口を除き、ブロック１段から３段積みを設

置し、東側一部は既設ブロックを利用する計画です。雨水については、砕石敷きによる

敷地内浸透とする計画です。申請地は児童養護施設中心子どもの家の南東約２０ｍです。 
続きまして、収受番号５－９は、譲受人の株式会社ＳＥＡＬ’Ｓが、譲渡人が所有す
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る田名の農地、２筆、６６６㎡の所有権移転を受け、駐車場として転用するための申請

です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１２ページを

御覧ください。農地区分は第２種農地と第３種農地です。申請理由といたしましては、

現在、建設業を営んでおり、事業規模拡大により、現在使用している駐車場が手狭とな

ったため、新たに駐車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につきまして

は、土地区画の明確化と、土留め策として、車両出入口を除き、ブロック２段から３段

積みを設置し、雨水については、砂利敷きによる敷地内浸透とする計画です。申請地は

神奈川県立相模田名高校の南東約４４０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０は、譲受人のアカネトランスポート株式会社が、譲渡

人が所有する上九沢の農地、１筆、１,９９５㎡の所有権移転を受け、駐車場として転

用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内

図は１４ページを御覧ください。農地区分は第３種農地です。申請理由といたしまして

は、現在、運送業を営んでおり、賃借権により使用中の駐車場を返却するに当たり、新

たに駐車場を確保するための申請です。隣接地への被害防除につきましては、土地区画

の明確化と、土留め策として、車両出入口を除き、西側にブロック２段から３段積みを

設置し、東側は既設ブロックを利用する計画です。雨水については、砂利敷きによる敷

地内浸透とする計画です。申請地は相模原市立大沢小学校の北約１１０ｍです。 
本庁分は以上です。 

事務局（伊藤所長） 
続きまして、収受番号５－１０４３は、借受人が、貸出人が所有する緑区三ヶ木の農

地、３筆、２５２㎡に使用貸借権を設定し、自己住宅として転用するための申請です。

現地の状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１６ページを御覧く

ださい。農地区分は第３種農地です。申請理由としましては、借受人は現在、賃貸住宅

に住んでおり、手狭なため、自己住宅を建築するものです。隣接地への被害防除につき

ましては、土地区画の明確化と、土留め策として、既存コンクリート擁壁を使用すると

ともに、西側にコンクリートブロック３段及び東側に木柵高さ４０㎝で土留めをし、雨

水については、雨水浸透桝及び砂利敷きによる敷地内浸透とし、汚水については公共下

水道に接続します。申請地は相模原市立津久井中央小学校の北西約１６０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０４４は、借受人が、譲渡人が所有する緑区中野の農地、

１筆、３９１㎡の所有権移転を受け、自己住宅として転用するための申請です。現地の

状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は１８ページを御覧ください。

農地区分は第３種農地です。申請理由としましては、譲受人は現在、賃貸住宅に住んで

おり、手狭なため、自己住宅を建築するものです。隣接地への被害防除につきましては、

土地区画の明確化と、土留め策として、コンクリートブロック２段から８段で土留めを

し、雨水については、雨水浸透桝及び砂利敷きによる敷地内浸透とし、汚水については

公共下水道に接続します。申請地は相模原市立相模原西メディカルセンターの北東約

２４０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０４５は、譲受人の株式会社エムジェイコーポレーショ

ンが、譲渡人が所有する緑区川尻の農地、１筆、１,３３２㎡の所有権移転を受け、資

材置場として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧

ください。案内図は２０ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由
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としましては、譲受人は卸売業を営んでおり、事業拡大に伴い、新たに資材置場を確保

するものです。隣接地への被害防除につきましては、土地区画の明確化と、土留め策と

して、出入口部分を除き、鋼板高さ５１㎝で土留めをし、雨水については、砂利敷き及

び雨水浸透貯留槽を設置し、敷地内浸透とします。申請地は相模原市立広田小学校の北

西約６１０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０４６は、譲受人が、譲渡人が所有する緑区青山の農地、

１筆、４７７㎡の所有権移転を受け、自己住宅として転用するための申請です。現地の

状況につきましては、スクリーンを御覧ください。案内図は２２ページを御覧ください。

農地区分は第２種農地です。申請理由としましては、譲受人は現在、賃貸住宅に住んで

おり、手狭なため、自己住宅を建築するものです。隣接地への被害防除につきましては、

土地区画の明確化と、土留め策として、コンクリート擁壁高さ１.２ｍ及びコンクリー

トブロック１段で土留めをし、雨水については、雨水浸透桝及び砕石敷きによる敷地内

浸透とし、汚水については公共下水道に接続します。申請地は市立串川保育園の北東約

１５０ｍです。 
続きまして、収受番号５－１０４７は、譲受人の株式会社オプションが、譲渡人が所

有する緑区牧野の農地、３筆、４７９.４７㎡の所有権移転を受け、事務所及び研修所

として転用するための申請です。現地の状況につきましては、スクリーンを御覧くださ

い。案内図は２４ページを御覧ください。農地区分は第２種農地です。申請理由としま

しては、譲受人は建設業を営んでおり、現在賃借中の事務所が手狭なため、返却し、新

たに事務所及び研修所を建築するものです。隣接地への被害防除につきましては、土地

区画の明確化と、土留め策として、矢板土留め高さ６１㎝で土留めをし、雨水について

は砂利敷きによる敷地内浸透とし、汚水については合併浄化槽により処理します。申請

地は相模原市立藤野南小学校の北西約１,２００ｍです。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。ただいまの説明に関連しまして、地区担当委員さん、補足説明

や御意見はございませんか。 
収受番号５－６については、南区担当、志村佳男委員、お願いいたします。 

８番（志村委員） 
１０月２６日に現地確認に行ってまいりました。この場所は昭和橋の相模川の堤防沿

いでありまして、この地図の右側が、以前、やはり農地転用を受けたところでございま

す。周りもしっかりと境界も確認できました。ただ、ちょっと盛土してありますので、

入口から雨水が流れるのではないかと思いますけれども、敷地内浸透ということですの

で、特に問題はないと思います。御審議よろしくお願いします。 
議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－７及び５－１０については、緑区担当、山口幸男委員、お

願いします。 
１２番（山口委員） 
まず、収受番号５－７について御報告いたします。南側は、ほとんど法面といいます

か、土手になっていまして、東側も、多分、これは所有者の住宅に接しています。ほか

の面も、作付はされていませんけど、きれいに管理されています。かつ、境もたしか低
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かったので、住環境、営農環境とも悪影響は全くございません。１０月１７日に確認し

てきました。 
収受番号５－１０も１７日に確認してきまして、案内図ですと東側は果樹になってい

るのかな、でも、ここはたしか、以前、転用して、今、駐車場になっています。たしか、

転用許可した場所です。北側は道路の表示になっていますけど、実際は茶の木が生け垣

になってしまっています。西側は耕作されていますけれども、ブロック２段程度ですの

で、これは全く問題ない案件だと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－８及び５－９については、中央区担当、大谷健一委員、お

願いします。 
１３番（大谷委員） 
収受番号５－８から、お願いいたします。写真の東側と西側に１軒ずつ家があります。

それ以外は境界や何かはしっかり確認できましたが、その２軒については、事前に説明

されたほうがいいのではないかと思います。 
収受番号５－９ですが、この道路は全くの生活道路で、この写真には写っていません

が、右側は住宅街になっておりますので、車の出入りが激しくなるということで、事前

説明はしっかりとお願いしたいと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１０４３及び５－１０４４については、津久井地区担当、

大塚優子委員、お願いします。 
６番（大塚委員） 
収受番号５－１０４３、１０４４、いずれも１０月２７日に髙城推進委員と一緒に見

てまいりまして、境界と隣地関係は事務局の説明のとおりで、特段、問題はないと思い

ます。いずれも周りが住宅街に囲まれた畑で、それが住宅に変わるのは、やむを得ない

のかなと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１０４５については、城山地区担当、西東邦雄委員、お願

いします。 
１４番（西東委員） 
先般、２７日に現地調査をしてきました。該当のところは毎月のように農地の転用が

続いている場所でもあるのですけれども、ちょうど境川沿いに面した場所で、該当の場

所は、草は出ているんですけれども、更地の状態になっておりまして、事務局の説明の

とおり転用後の計画もしっかりされていますので、特に問題はないかと思います。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１０４６については、津久井地区担当、八木拓美委員、お

願いいたします。 
１５番（八木委員） 
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１０月２６日に中島推進委員と現地確認してまいりました。現状、今耕作されている

方がかなり一生懸命されていまして、いささか残念だなというのが正直な感想です。杭

もきちんと打ってありまして、境界についても全く問題なくという感じでした。ただ、

１点ちょっと気になったのは、土手になっていまして、２ｍまではいかないくらい、道

よりちょっと高くなっているのですけれども、多分、軽トラが１台上に上がってくるぐ

らいの道があったのですけど、恐らく、少し削って、建築する際には、そういった作業

が行われるのかなと思ったんですけれども、目の前に住宅があるので、土の流出など、

その手の類いはちょっと気をつけていただきたいなという感想でした。 
以上です。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

議長（阿部会長） 
続きまして、収受番号５－１０４７については、藤野地区担当、加藤正博委員、お願

いいたします。 
３番（加藤委員） 
１０月２８日、天野委員と一緒に歩いてきました。写真で見ると、よく分からないよ

うな草と木があって、スクリーンの赤い線のところで、一応、見た感じが上と面でちょ

っとずれているような感じがしたのですけど、よく見たら、そのとおりになっていたと

思いますので、よろしくお願いします。 
議長（阿部会長） 
これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 
収受番号５－１０、図面の１４ページになります。かつて、その右側が、樹木が植わ

っていて、物すごいケヤキの森になって、周りに迷惑をかけているというのが、たしか

数年前にきれいに取り払われて、駐車場みたいな感じになっていたと思うのですけど、

その左側が、そのとき危惧されたというか、取ったほうがいいという話になったのは、

斜線がついているところで、新規就農者の方が頑張って入っていらっしゃって、林がな

くなって、すっきりしていいかなと。今、航空写真で見ましたら、きれいな作付がなさ

れていて、頑張っていたみたいですけど、そこが追い出されてしまうのというのがちょ

っと悲しいですが、何か状況は分かりますか。 
事務局（武信総括副主幹） 
こちらにつきましては、利用権設定がされていましたが、地主さん等からの強い要望

もあり、合意解約ということで解約書が提出されましたので、それで申請を受ける形に

なりました。 
１７番（藤村委員） 
耕作者の方は、代替地はうまく見つかったのですか。 

事務局（武信総括副主幹） 
申請地近隣で、継続して農業を続けたいという話は事務局には来ておりません。 

１７番（藤村委員） 
別のところへ移って、どこかいいところがあれば、いい感じの話だけど。 

事務局（武信総括副主幹） 
そうですね、何らかの相談が来れば対応するつもりではいましたけれども、特に相談

はなく進みました。 
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以上です。 
１７番（藤村委員） 
はい。 

１０番（髙橋委員） 
収受番号５－７ですけれども、これは今建っている母屋を壊して、ここまで造成する

という考えでよろしいのでしょうか。ただ、周りが畑としたら、こういう使い方よりも、

もっと道路に面したところを取ったほうがいいのかと、耕作しにくいのではないかと思

います。そういう指導はしないのですか。 
以上です。 

事務局（武信総括副主幹） 
こちらの２,２２２㎡全体は、この方が所有している、一部転用する周りは全部この

方の畑になっておりまして、お話のとおり、既存宅を壊して建て替える予定になってお

ります。一部転用の南側につきましては、この地図では見づらいんですけれども、１ｍ

ぐらい下がった場所になっております。なので、畑としては一番角を一部転用する形に

なっております。 
１０番（髙橋委員） 
はい。 

１２番（山口委員） 
現地を見た感じですと、写真の四角い枠の向こう側の斜面の向こう側は、たしか斜面

です。だから、何もできないです。たしか、法面になってしまっていまして、あそこは

使いようがないです。 
事務局（武信総括副主幹） 
先ほど申したとおり、畑としては角地になっております。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
ほかに御発言はございませんか。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４２号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
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挙手全員。 
よって日程５議案第４２号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程６ 議案第４３号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続いて、日程６議案第４３号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をいた

させます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、１０ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４３号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－７から６－３０及び６－１０１８から６－１０４６は、農業経営基盤の強化の促

進に関する基本構想の利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているの

で、改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定により農用地利用集積計画

を決定するものとする。令和６年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、１１ページから２１ページを御覧ください。 
本議案は、地権者と耕作者との相対で利用権設定をするものです。本庁管内の２４件、

整理番号６－７から６－３０について説明いたします。 
新規分は整理番号６－１４と６－１９のうち、田名７９４２番１並びに田名

７９４３番１で、新たに利用権を設定するものです。 
それ以外は期間満了に伴う更新のための利用権を設定するもので、契約期間の開始は

令和７年１月１日からとなっています。 
新規分に係る案内図は２６ページと２８ページを御覧ください。 
契約期間は、整理番号６－１６が６年、６－１８から６－２１が５年、６－２３が４年

で、それ以外は３年となっております。 
本庁管内の合計件数は２４件、４９筆で、合計面積は３０,５５８㎡です。このうち

利用目的が果樹畑となっている６－２４と６－２５ではブドウを、６－２９と６－

３０では梨を栽培予定です。利用目的が水田のものは水稲を、普通畑のものについては

露地野菜を栽培予定です。 
２１ページにつきまして、６－２７、６－２８については、支払方法が物納という形

になっているんですけれども、こちらの取扱につきましては、使用貸借で謝礼として作

ったものを渡す場合もありますが、６－２７、６－２８につきましては、農用地利用集

積計画の申出書の中で賃貸の支払方法について物納と記載されておるものになってお

りまして、そのため、賃借権の物納という議案になっております。 
本庁分は以上です。 

事務局（伊藤所長） 
続きまして、津久井事務所管内の２９件について説明します。 
２２ページの整理番号６－１０１８から、３３ページの６－１０４６までは、期間満

了に伴い提出された申請で、件数は２９件、４９筆、４２,９７９㎡になります。いず

れも期間満了に伴う更新分になります。 
補足説明としましては、２６ページの６－１０２７について、借手側の面積が

４８７㎡となっておりますが、この方が借りているところは、７月、８月と東京電力パ

ワーグリッドが緑区の三ヶ木で鉄塔の建て替えにより農地を一時転用する申請があり、
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そこを借りていた方でして、一時転用により合意解約を行ったため、今回は４８７㎡の

みの更新となります。また、一時転用が終わった暁には、今まで借りられていたところ

は、また借りる予定となっております。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４３号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程６議案第４３号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程７ 議案第４４号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程７議案第４４号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、１６番菱山喜章委員には、恐れ入り

ますが、御退席をお願いします。 
 

１６番 菱山喜章委員 退席 

 
議長（阿部会長） 
それでは、日程７議案第４４号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（伊藤所長） 
それでは、３４ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第４４号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－１０４７は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受

ける者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画を決定するものとする。令和６年

１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、３５ページを御覧ください。津久井事務所管内の１件につきまして説明し

ます。 
整理番号６－１０４７は、期間満了に伴い提出された申請で、件数は１件、２筆、４,

３０３㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４４号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 
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議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程７議案第４４号については、原案のとおり決定いたしました。 
議事が終了いたしましたので、１６番菱山喜章委員には、御着席をお願いいたします。 
 

１６番 菱山喜章委員 着席 
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日程８ 議案第４５号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程８議案第４５号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律第

３１条の規定により議事参与が制限されますので、１４番西東邦雄委員には、恐れ入り

ますが、御退席をお願いいたします。 
 

１４番 西東邦雄委員 退席 

 
議長（阿部会長） 
それでは、日程８議案第４５号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明をい

たさせます。 
事務局（伊藤所長） 
それでは、３６ページを御覧ください。議案を朗読します。 
議案第４５号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－１０４８は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受

ける者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤強化促進法第

１８条第１項の規定により、農用地利用集積計画を決定するものとする。令和６年

１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、３７ページを御覧ください。津久井事務所管内の１件につきまして説明し

ます。 
整理番号６－１０４８は、期間満了に伴い提出された申請で、件数は１件、筆数２筆、

面積は４,５２８㎡です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４５号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 
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議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程８議案第４５号については、原案のとおり決定いたしました。 
議事が終了いたしましたので、１４番西東邦雄委員には、御着席をお願いいたします。 
 

１４番 西東邦雄委員 着席 
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日程９ 議案第４６号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程９議案第４６号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、３８ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４６号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－５９から６－６１及び６－６３から６－１２３は、農業経営基盤の強化の促進に

関する基本構想の利用権の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、改

正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第１項及び改正前の農地中間管理事業の推進

に関する法律第１９条の２第１項の規定により、農用地利用集積計画を決定するものと

する。令和６年１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、３９ページから５１ページを御覧ください。 
本議案は、農地中間管理機構である神奈川県農業会議が所有者から農地を借入れ、耕

作者に貸し出すための利用権を設定するものです。 
本庁管内の６４件について説明いたします。 
このうち、整理番号６－９５及び６－９６は耕作者変更に伴う申請で、その他につい

ては、期間満了に伴う更新のための利用権設定です。いずれも契約期間の開始は令和

７年１月１日、契約期間は３年となっています。本庁管内の合計件数は、６４件、９７筆

で、合計面積は８７,１０９㎡です。このうち、利用計画が水田のものは水稲を、普通

畑のものは露地野菜を栽培予定です。 
補足説明としまして、４１ページの６－７４につきましては、面積が８７９㎡で、こ

の方は、かながわ農業サポーター制度により、平成２５年に新規就農いたしまして、そ

の後、経営規模の拡大などはしていないですけれども、ＪＡ麻溝台支店で朝市を開催し

たり、美味しい野菜を作る会の会長などをやられたりということで、農業経営につきま

しては、きちんとされている方と聞いております。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
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議案第４６号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程９議案第４６号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１０ 議案第４７号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程１０議案第４７号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律

第３１条の規定により議事参与が制限されますので、１３番大谷健一委員には、恐れ入

りますが、御退席をお願いいたします。 
 

１３番 大谷健一委員 退席 

 
議長（阿部会長） 
それでは、日程１０議案第４７号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、５２ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４７号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－６２は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権の設定等を受ける

者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤強化促進法第１８条第

１項及び改正前の農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の２第１項の規定に

より、農用地利用集積計画を決定するものとする。令和６年１０月３１日提出。相模原

市農業委員会会長。 
それでは、５３ページを御覧ください。 
本議案は、農地中間管理機構である神奈川県農業会議が所有者から農地を借入れ、耕

作者に貸し出すための利用権を設定するものです。 
整理番号６－６２は期間満了に伴う更新のための利用権設定で、１筆、１,０２４㎡

となります。契約期間の開始日は令和７年１月１日からで、契約期間は３年です。当該

農地では露地野菜を栽培する予定です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４７号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 



 24 

 
全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程１０議案第４７号については、原案のとおり決定いたしました。 
議事が終了いたしましたので、１３番大谷健一委員には御着席をお願いいたします。 
 

１３番 大谷健一委員 着席 
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日程１１ 議案第４８号 農用地利用集積計画の決定について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程１１議案第４８号を議題に供しますが、農業委員会等に関する法律

第３１条の規定により議事参与が制限されますので、８番志村佳男委員には、恐れ入り

ますが、御退席をお願いいたします。 
 

８番 志村佳男委員 退席 

 
議長（阿部会長） 
それでは、日程１１議案第４８号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明を

いたさせます。 
事務局（武信総括副主幹） 
それでは、５４ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４８号 農用地利用集積計画の決定について。別紙農用地利用集積計画整理番

号６－１２４から６－１２５は、農業経営基盤の強化の促進に関する基本構想の利用権

の設定等を受ける者の備えるべき要件に適合しているので、改正前の農業経営基盤強化

促進法第１８条第１項及び改正前の農地中間管理事業の推進に関する法律第１９条の

２第１項の規定により、農用地利用集積計画を決定するものとする。令和６年１０月

３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
それでは、５５ページを御覧ください。 
本議案は、農地中間管理機構である神奈川県農業会議が所有者から農地を借入れ、耕

作者に貸し出すための利用権を設定するものです。 
整理番号６－１２４は期間満了に伴う更新のための利用権設定で、２筆、１,０３３㎡

となります。 
続きまして、整理番号６－１２５は新規に利用権を設定するもので、１筆、９９８㎡

となります。新規分の案内図は２９ページ、３０ページを御覧ください。 
いずれも契約期間の開始日は令和７年１月１日からで、契約期間は３年です。当該農

地では水稲を栽培する予定です。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 
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議長（阿部会長） 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４８号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程１１議案第４８号については、原案のとおり決定いたしました。 
議事が終了いたしましたので、８番志村佳男委員には御着席をお願いいたします。 
 

８番 志村佳男委員 着席 
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日程１２ 議案第４９号 相模原市農業委員会農地等の利用の最適化の

推進に関する指針について 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、日程１２議案第４９号を議題に供します。事務局に議案の朗読及び説明

をいたさせます。 
事務局（濱端総括副主幹） 
それでは、５６ページを御覧ください。議案を朗読いたします。 
議案第４９号 相模原市農業委員会農地等の利用の最適化の推進に関する指針につ

いて。農業委員会等に関する法律第７条第１項に基づき、農地等の利用の最適化の推進

に関する指針を別紙のとおり定め、同条第４項に基づき公表するものとする。令和６年

１０月３１日提出。相模原市農業委員会会長。 
続きまして、５７ページから６２ページを御覧ください。 
こちらの指針につきましては、既に９月の全員協議会及び１０月の農地利用最適化推

進委員個別報告会でお示ししている内容でございます。 
その後、１０月２１日を締切りとして御意見を伺いましたが、委員の皆様からの御意

見はございませんでした。 
農地等の利用の最適化の推進に関する指針については、農業委員会等に関する法律第

７条第１項において定めることとなっております。 
今回の指針は、平成２８年度の農業委員会等に関する法律の改正に伴い、農地利用の

最適化の推進が農業委員会の取り組むべき業務として位置づけられ、１つ目、遊休農地

の発生防止・解消、２つ目、担い手への農地利用の集積・集約化、３つ目、新規参入の

促進の３つの柱について、それぞれ令和６年３月を最終目標として目標値を定め、これ

までも３年ごとの農業委員及び農地利用最適化推進委員の改選期に、検証、見直しを行

ってまいりました。 
今回については、今までの指針が完了したことに伴い、新たに指針を策定することと

なっており、農業経営基盤の強化の促進に関する県の基本方針及び市の基本構想を踏ま

えた農業委員会の長期的な目標として、１０年後に目指す農地状況等を示すものとなり

ます。 
また、令和７年３月に市が策定予定の地域計画について、その目標を達成するための

農業委員会の役割も示しております。 
５８ページの上段を御覧ください。 
１．遊休農地の発生防止・解消、（１）遊休農地の解消目標についてですが、現状２９ヘ

クタールある遊休農地を毎年１ヘクタールずつ解消し、１０年間で１０ヘクタールの解

消を目指し、令和１６年３月の遊休農地面積を１９ヘクタールとするものです。 
なお、（２）具体的な推進方法として、農地の利用状況調査と利用意向調査の実施、

農地の貸借の推進、農地中間管理機構との連携、相模原市耕作放棄地対策協議会等によ

る農地の再生利用事業の実施、鳥獣被害対策の充実のため、市や県に対しての意見を行

うなどに取り組んでいきます。 
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次に、５９ページの中段を御覧ください。 
２．担い手への農地利用集積、（１）担い手への農地利用集積目標についてですが、

現状の農地利用集積面積１４９ヘクタールに対し、毎年、３ヘクタールずつを集積し、

１０年間で３０ヘクタールの集積を目指し、令和１６年３月の集積面積を１７９ヘクタ

ールとするものです。 
続いて、６０ページを御覧ください。 
上段の参考、担い手の育成・確保の表についてですが、担い手への農地利用集積目標

を定めるための参考値として市が定めたもので、担い手となる認定農業者や認定新規就

農者などの経営体数の目標値を設定しています。 
なお、（２）具体的な推進方法については、地域計画の作成・見直しや農地中間管理

機構等との連携、農地の利用調整と利用権設定により、担い手への農地利用集積に取り

組んでいきます。 
続いて、６１ページを御覧ください。 
３．新規参入の促進、（１）新規参入の促進目標についてですが、現状の数値を令和

３年度から５年度の実績で新規参入した３７経営体として、毎年５経営体の新規参入を

目標とし、１０年後の令和１６年３月の参入経営体を８７経営体とするものです。また、

新規参入経営体取得面積については、現状の累計８.６ヘクタールに対し、毎年１ヘク

タールずつの取得面積を目標とし、１０年後の令和１６年３月の取得面積を１８.６ヘ

クタールとするものです。それぞれの目標に対する評価としては、農業委員会の農地利

用の最適化の推進の状況、その他事務の実施の状況の公表を策定し、毎年、取りまとめ

て公表しています。 
なお、この議案について、本日の総会で御決定いただいた後には、農業委員会等に関

する法律第７条第４項に基づき、市ホームページ等に公表する予定となっております。 
以上で説明を終わります。 

議長（阿部会長） 
説明が終わりました。これより質疑に入ります。 
 

質疑なし 

 
議長（阿部会長） 
よろしいですか。 
それでは、採決をさせていただきます。 
議案第４９号について、原案に賛成の方は挙手をお願いいたします。 
 

全員挙手 

 
議長（阿部会長） 
挙手全員。 
よって日程１２議案第４９号については、原案のとおり決定いたしました。 
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日程１３ 報告第４２号 生産緑地に係る農業の主たる従事者の証明に

ついて 

日程１４ 報告第４３号 農地所有適格法人の報告について 

日程１５ 報告第４４号 解除条件付き利用権設定を受けた者の農用地

利用状況の報告について 

日程１６ 報告第４５号 農地造成工事の施工承認について 

日程１７ 報告第４６号 非農地証明書の発行について 

日程１８ 報告第４７号 相続等による農地の権利取得届出の受理の報

告について 

日程１９ 報告第４８号 市街化区域内農地の転用届出の受理の報告に

ついて 

 
議長（阿部会長） 
続きまして、報告案件に移ります。 
なお、報告案件につきましては、事務局からの補足説明及び委員から質疑のあった案

件のみといたします。 
事務局から、まず、補足説明はありますか。 

事務局（武信総括副主幹） 
６８ページを御覧ください。 
こちらの中段に農業関係者の議決権の割合が５１％と記載があるのですが、こちらに

つきましては６００分の３０１ということで、５０.１％が正しい数字となっておりま

す。 
以上です。 

議長（阿部会長） 
それでは、これより質疑に入ります。 

１７番（藤村委員） 
７２ページの農地所有適格法人報告書について、売上高が６,０００万ですが、５反

で６,０００万というのは、これ、どんな経営をしている方ですか。 
事務局（伊藤所長） 
確かに、面積に対して収入額がとんでもなく高いと感じるところもあるんですけれど
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も、７１ページの下を見ていただくと、関連事業等の内容に、キッチンカーとあります。

この法人は、５反余りのところで、作物も書いてありますけど、サツマイモ、ジャガイ

モを栽培しています。この品目で６,０００万となっていますが、遊園地の中にキッチ

ンカーで入って、そこで、紙コップ１つのフライドポテトやサツマイモを揚げたものを

販売しているそうです。１つの紙コップが５００円で売れると、フライドポテトで言え

ば、ジャガイモ１個が５００円に化けるんです。それが積み重なって、今回の申請は 
４,５００万、目標として、来年は６,０００万を目指す、そういう気持ちで事業を進め

ていくと申しておりました。 
１７番（藤村委員） 
仮にサツマイモを掘って１,０００万だとして、フライドポテトが６,０００万だとす

れば、５,０００万は農業収入に含まれるのですか。 
事務局（伊藤所長） 
この法人の事業自体が加工販売も含めておりますから、そうなってくると、農業経営

の一環の収益になります。 
１７番（藤村委員） 
なるほど。では、例えばトマトを作って、トマトで売ってもいいし、トマトジュース

で３倍の値段で売れたら、３倍の値段で書いていい、そういう感じですね。 
事務局（伊藤所長） 
そうですね。 

１７番（藤村委員） 
はい、分かりました。 

議長（阿部会長） 
ほかに、よろしいですか。 
 

［ はいの声 ］ 

 
議長（阿部会長） 
それでは、以上で日程１３報告第４２号から日程１９報告第４８号を終わります。 
以上で全ての日程が終了いたしました。 
次回、第３３回総会は、令和６年１１月２９日金曜日午後１時３０分から開催する予

定です。開催場所は産業会館４階特別会議室です。 
以上をもちまして、相模原市農業委員会第３２回総会を終了いたします。 


